
 
 
 

平成２５年１０月２１日 
株式会社 中国銀行 

 
「ＡＳＥＡＮ５か国進出入門セミナー」開催について 

 

当行では、一般財団法人 岡山経済研究所、三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティングとの共催、一

般社団法人 岡山県国際経済交流協会（ＯＩＢＡ）、独立行政法人 日本貿易振興機構（ジェトロ）岡

山貿易情報センターの後援のもと、「ＡＳＥＡＮ５か国進出入門セミナー」を開催します。 

本セミナーでは、海外進出を検討する中堅・中小の企業のお客さま向けにアジア５か国への

海外進出時のポイントや現地事情について、各国の進出サポートの専門家がわかりやすく解説

させていていただきます。対象となる国は有望事業展開先国として関心の高いインドネシア、

ベトナム、タイ、マレーシア、フィリピンの５か国です。 

ＡＳＥＡＮ進出にご関心のあるお客さまは、ぜひご参加ください。 

 

１．名  称 ： 「ＡＳＥＡＮ５か国進出入門セミナー～中小製造業にとっての最有力５か国～」 

 

２．日  時 ： 平成２５年１１月２０日（水） 

セミナー １３：００～１７：００（受付開始１２：３０～） 

懇親会  １７：１５～１８：４５ 

 

３． 場  所 ： セミナー 岡山コンベンションセンター ４階４０５会議室 

懇親会  岡山全日空ホテル １９階スカイバンケット「宙
そら

」 

            

４． 参加費用 ： 無料 
 
５． 定  員 ： ８０名 
        （定員になり次第、締め切らせていただきますので予めご了承ください。） 
 

以 上 
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拝啓 

平素より格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。 

このたび、株式会社中国銀行主催による「ASEAN５か国進出入門セミナー」を来る11月20日

に岡山コンベンションセンターにて開催します。 

 

近年、長期化する円高や国内需要の減少が企業のグローバル化を推進してきました。 

海外進出に取組む日本企業にとって、安価で豊富な労働力や、巨大消費市場を擁するASEAN

諸国および中国の投資・ビジネス環境の動向には目が離せません。 

本セミナーでは、海外進出を検討する中堅・中小の企業のお客さま向けにアジア５か国への

海外進出時のポイントや現地事情について、各国の進出サポートの専門家がわかりやすく解

説させていていただきます。対象となる国は有望事業展開先国として関心の高いインドネシ

ア、ベトナム、タイ、マレーシア、フィリピンの５か国です。 

ご参加は無料、１社２名様までご参加いただけます。是非本セミナーを海外進出に関する情

報収集の機会としてご活用くださいますよう、ご案内申しあげます。 

敬具 

記 

１．開催概要 

名    称 ASEAN５か国進出入門セミナー ～中小製造業にとっての最有力5か国～ 

共    催 

株式会社中国銀行 

三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社 

一般財団法人 岡山経済研究所 

後    援 
一般社団法人 岡山県国際経済交流協会（ＯＩＢＡ） 

日本貿易振興機構（ジェトロ）岡山貿易情報センター 

開催日時・会場 
11月20日（水）13時00分～17時00分（受付開始12時30分～） 

岡山コンベンションセンター（岡山市北区駅元町14番1号） 

プログラム 

13:00～13:05 開会挨拶 

13:05～13:10 セミナープログラム説明 

13:10～14:10 第一部 全体基調講演 

14:10～14:20 休憩 

14:20～15:35 第二部 分科会（第1回目） 

15:35～15:45   休憩 

15:45～17:00 第二部 分科会（第2回目） 

17:15～18:45 懇親会（岡山全日空ホテル19階スカイバンケット「宙
そら

」） 

参 加 費 用 

セミナー：無料 

懇親会 ：2,000円（ちゅうぎんビジネスクラブのインターネットポータル 

サイト『BizPartner』）＜ビズパートナー＞の会員は無料） 

定    員 80名（先着順） 

申 込 方 法 
別添の参加申込書を、営業店担当者にお渡しいただくか、中国銀行 

国際部アジアデスクまでＦＡＸにてご返送ください。 

お問い合わせ先 中国銀行 国際部 アジアデスク TEL：086-234-6539 

『 Ａ Ｓ Ｅ Ａ Ｎ ５ か 国進出入門セ ミ ナ ー 』 の ご 案内 

（国際・第３号・Ｈ２５.１０.１０現在） 
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２．第一部プログラム詳細 

第一部 全体基調講演会（13時10分～14時10分） 

『目で見て理解！ アジア市場と進出チェックポイント』 

 

【 講演内容】  

●前半：成長するアジア主要国の概観 （約20分） 

進出先を検討するためには、アジア主要国を比較して全体観を把握することが欠かせません。 

このパートでは、アジア主要国のマクロ投資環境 （人口、経済成長率、所得水準、労務コストな

ど）を、グラフを用いて視覚的にご説明します。 

 

●後半：アジア進出のチェックポイント （約40分） 

アジア進出を網羅的に文章化した書籍は、数多く存在します。しかし、現地視察経験の無い企業

様からは「文章だけではイメージがわかず、なかなか頭に入らない」とのお声をちょうだいしま

す。 

そこで今回は「現地視察の疑似体験」をコンセプトに、現地写真を数多く使用して、進出チェッ

クポイントを分かりやすくご説明します。 

 

 

【 講師紹介： 川上 龍雄氏】  

 

（三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社 コンサルティング・国際事業本部国際本部 国際

営業部長） 

大手銀行でロンドン、サウジアラビア駐在を経験。現在は三菱UFJリサーチ

＆コンサルティングの国際営業部長として日本企業の国際マーケティングや

海外市場開拓事業を担当し現在に至る。最近では、主要官公庁や公的機関か

らの事業受託も多く、アジアや欧州等の海外主要都市でのエキシビジョン、

ビジネスマッチング等を数多く企画・遂行し、海外市場の現場・実態に精通

している。 
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３．第二部プログラム詳細 

第二部 5か国に分かれての分科会（第1回、第2回） 

海外進出をご検討のみなさまにとっては、「どの国へ進出すべきか」ということを決定することが海

外進出の第一歩となります。 

本分科会では海外有望事業展開先国として上位にあげられるインドネシア、ベトナム、タイ、マレ

ーシア、フィリピンの5か国について、各国進出留意点と現地事業運営の基本事項を進出サポート

専門家がわかりやすく講義いたします。 

【有益な講義内容】 

I. 進出検討のための留意点 

Ⅱ. 進出後の運営実務留意点 

・海外進出を検討するうえでこれだけは押さえておきたいという実務ポイントを把握でき

ます。 

・1社で複数ご参加いただくことで、各国の投資環境比較ができ、御社に適した進出先のご

検討、ご判断に有益です。 

 

セミナー時間割 

時  間 (A)ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ (B)ﾍﾞﾄﾅﾑ (C)タイ (D)ﾏﾚｰｼｱ (E)ﾌｨﾘﾋﾟﾝ 

14：20～15：35 

（講演1時間＋ 

質疑応答15分） 

各国進出留意点

と現地事業運営

の基本事項 

各国進出留意点

と現地事業運営

の基本事項 

各国進出留意点

と現地事業運営

の基本事項 

各国進出留意点

と現地事業運営

の基本事項 

各国進出留意点

と現地事業運営

の基本事項 

15：35～15：45 休憩 10分 

15：45～17：00 

（講演1時間＋ 

質疑応答15分） 

各国進出留意点

と現地事業運営

の基本事項 

各国進出留意点

と現地事業運営

の基本事項 

各国進出留意点

と現地事業運営

の基本事項 

各国進出留意点

と現地事業運営

の基本事項 

各国進出留意点

と現地事業運営

の基本事項 

 

・「各国分科会」は講演（1時間）、および質疑応答（15分）の合計75分を1セットとし、同一内

容を2セット開催致します。上記の時間割をご参照のうえ、添付のお申込書にご希望をご記入

ください。 

・お申込状況その他の理由により、一部の分科会を開催しない場合があります。 

 

分科会講師紹介 

インドネシア 

インドネシア講師：アルベルトゥス・プラセティオ・ヘル・ヌグロホ 氏 

（株式会社インドネシア総合研究所 社長） 

日本在住13年目。2000年留学生プログラムにて来日。 

東京大学にて物理学を専攻、東京外国語大学にて日本語課程を専攻。インドネシア語講師、通

訳を経て、(株) インドネシア総研代表取締役社長に就任。 

日本とインドネシアの商慣習の違いなどを熟知し、日系企業のインドネシア進出のアドバイザ

ーとして活躍。 
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ベトナム 

ベトナム講師：会川 精司 氏  

（株式会社会川アジアビジネス研究所 代表） 

1972年日商岩井株式会社（現双日株式会社）入社以来、32年間プラント輸出・経済協力・

海外事業運営等の機械部門にて活躍。その間、16年間を南米ブラジル・中東イエメン・

ベトナムに駐在。 

1993年より5年間、中国の製造合弁12社の設立運営を担当後、1998年より6年間ベト

ナム、ホーチミン・ブンタウ・ダナン3都市の駐在員事務所長を兼務、主に日系企業の

進出・経営支援とベトナム民間中小企業の育成を特命事項として活動。また、2003年度ホーチミン市日本商工会

会長としてベトナムの投資貿易環境の改善と日越間の投資貿易促進に努めた。 2004年12月より株式会社会川ア

ジアビジネス研究所を設立し、現職。各種団体・自治体及び民間企業のアドバイザーとして活動。著書に「ベト

ナム進出完全ガイド～ベトナム最新事情と投資貿易実務」及び同著改訂版（カナリア書房刊）、その他。 

タイ 

タイ講師：山下 雅史 氏（タイ国ビジネス／ロングステイコンサルタント 日タイ・ビジ

ネス・ネットワーク（ＢＪＴ) 代表） 

1974年富士ゼロックス株式会社入社｡2003年タイ富士ゼロックス株式会社代表取締役副社長就

任｡赴任中はタイ人オーナー経営者や日系企業トップとのネットワークを持ち､帰国後もタイ

／日本を行き来しながら､タイビジネス･グローバル人材育成講師として､タイ駐在者･経営者

の育成に積極的に携わる｡現地での事業経験から発信されるタイ視点での事業運営ノウハウと

事業戦略立案には定評があり､現地化を進める際の指針となる｡ 

現在、インターナショナルエデュケーションサービス（株）タイ国担当講師、一般財団法人海

外職業訓練協会 国際アドバイザー、アジア・新興国ビジネス研究会タイ国担当会員、一般財団法人ロングステ

イ 財団アドバイザー・セミナー講師。 

マレーシア 

マレーシア講師：中嶋 昭 氏  

（産業用ノズルメーカーの海外事業部顧問） 

1975年に蝶理（株）入社以来28年間繊維貿易部門にて、ブラジル、パキスタン、タイ、フィ

リピンの海外支店に、営業職、支店長職として勤務。 

同社退職後、化学品製造メーカーのマレーシア現地法人社長として工場の運営及び東南アジ

ア、インドへの出張を通じて製品の拡販に努めた。東南アジアを中心に通算23年の海外勤務

の経験を生かし現在は海外拠点作りを急ぐ中小企業の海外事業部で顧問として勤務し、最近は

インドネシア販売会社を立ち上げた。 

フィリピン 

フィリピン講師：小川 諄 氏  

（株式会社グローバル人材育成センター 国際ビジネスアドバイザー） 

1969年日本通運㈱入社。国際輸送業務課長、港運担当部長を経て支店長、日本海運(株)専務取

締役を歴任。1974年から6年間ニューヨークにて国際物流・輸送業務、1988年から7年間デ

トロイト支店長、1999年から5年間フィリピン・マニラにて社長業務に携わる。米国における

労務管理、自動車産業部品物流、貿易実務全般、フィリピン進出予定業者へのアドバイス、フ

ィリピンの労務管理などを得意とする。 

 

以上 



 

 

5 
 

 
 
中国銀行 国際部 アジアデスク 行（ＦＡＸ番号 ０８６－２３４－６５９１） 

 

『 Ａ Ｓ Ｅ Ａ Ｎ ５ か 国進出入門セ ミ ナ ー 』 参加申込書 
申込〆切 11 月 15 日（ 金）  

 

日  時 11月20日（水）13時00分～17時00分 （受付12時30分～） 

会  場 岡山コンベンションセンター 4階405会議室（第1部全体基調講演、受付） 

＊太枠線の 項目を 必ず ご 記入く だ さ い 。  

フリガナ 

貴社名 
 

氏名 フリガナ 所属・役職 

   

   

ご参加者 

（原則 1社 2名ま

で） 

   

TEL:              FAX: ご担当者様  

連絡先 E-mailアドレス： 

所在地  

業種・ 

事業内容 
 

参加希望 参加を希望される場合は、□に✔を入れた上、希望するコマを選び、参加人数を

記入してください 

□ 第一部に参加を希望する 

□ 第二部（分科会）に参加を希望する 

時間 (A)ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ (B)ﾍﾞﾄﾅﾑ (C)タイ (D)ﾏﾚｰｼｱ (E)ﾌｨﾘﾋﾟﾝ 

14：20～15：35 

（講演1時間＋ 

質疑応答15分） 

参加人数 

 

人 

参加人数 

 

人 

参加人数 

 

人 

参加人数 

 

人 

参加人数 

 

人 

15：45～17：00 

（講演1時間＋ 

質疑応答15分） 

参加人数 

 

人 

参加人数 

 

人 

参加人数 

 

人 

参加人数 

 

人 

参加人数 

 

人 

□ 懇親会に参加を希望する(岡山全日空ホテル/参加費2,000円) 

問い合わせ先 中国銀行 国際部 アジアデスク TEL：086-234-6539 

第二部はお申込み状況等により開催されない国があります。 

【個人情報の取扱いについて】 
ご記入いただきました個人情報は、当セミナーの共催者である当行および「三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社」「一 

般財団法人岡山経済研究所」で実施する「中国ビジネスセミナー」開催のためにのみ利用いたします。 



岡岡山山シティミュージアムシティミュージアム岡山シティミュージアム
CityCityCityCity


